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旧恩‖一間誕葛当  

（
目
的
）
 
 

第
一
条
 
こ
の
法
律
は
、
救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
用
い
た
救
急
医
療
が
傷
病
者
の
救
命
、
後
遺
症
の
軽
減
等
に
果
た
す
役
割
の
重
要
性
に
か
ん
が
み
、
救
急
医
療
用
ヘ
リ
 
 
 

コ
プ
タ
ー
を
用
い
た
救
急
医
療
の
全
国
的
な
確
保
を
図
る
た
め
の
特
別
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
良
質
か
つ
適
切
な
整
一
置
療
を
効
率
的
に
提
供
す
る
体
制
の
確
保
に
 
 
 

寄
与
し
、
も
っ
て
国
民
の
健
康
の
保
持
及
び
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
社
会
の
実
現
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 
 
 

（
定
生
聾
 
 

第
二
条
 
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
1
」
と
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
い
う
。
 
 

一
救
急
医
療
に
必
要
な
機
器
を
装
備
し
、
及
び
医
薬
品
を
搭
載
し
て
い
る
こ
と
。
 
 
 

二
 
救
急
医
療
に
係
る
高
度
の
医
療
を
提
供
し
て
い
る
病
院
の
施
設
と
し
て
＼
そ
の
敷
地
内
そ
の
他
の
当
該
病
院
の
医
師
が
直
ち
に
搭
乗
す
る
こ
と
の
で
き
る
場
所
に
配
備
さ
 
 

れ
て
い
る
こ
と
。
 
 
 

（
救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
用
い
た
救
急
医
療
の
確
保
に
関
す
る
施
策
の
目
標
等
）
 
 

第
三
条
救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
用
い
た
救
急
医
療
の
確
保
に
関
す
る
施
策
は
、
医
師
が
救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
搭
乗
し
て
速
や
か
に
傷
病
者
の
現
在
す
る
場
所
 
 

に
行
き
、
当
該
救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
装
備
し
た
機
器
又
は
搭
載
し
た
医
薬
品
を
用
い
て
当
該
傷
病
者
に
対
し
当
該
場
所
又
は
当
該
救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
機
 
 

内
に
お
い
て
必
要
な
治
療
を
行
い
つ
つ
、
当
該
傷
病
者
を
速
や
か
に
医
療
機
関
そ
の
他
の
場
所
に
搬
送
す
る
こ
と
の
で
き
る
能
勢
を
、
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
つ
つ
全
国
的
に
 
 

（
医
療
法
の
基
本
方
針
に
定
め
る
事
項
）
 
 

第
四
条
厚
生
労
働
大
臣
は
、
医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）
第
三
十
条
の
三
第
壷
に
規
定
す
る
基
本
方
針
（
次
条
第
一
項
に
お
い
て
「
基
本
方
針
」
と
い
 
 
 

う
。
）
に
、
救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
用
い
た
救
急
医
療
の
確
保
に
関
す
る
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。
 
 
 

2
 

整
備
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
も
の
と
す
る
。
 
 
 

前
項
の
施
策
は
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
次
に
掲
げ
る
事
項
に
留
意
し
て
行
わ
れ
る
も
の
と
す
る
。
 
 

一
傷
病
者
の
医
療
機
関
そ
の
他
の
場
所
へ
の
搬
送
に
関
し
、
必
要
に
応
じ
て
消
防
機
関
、
海
上
保
安
庁
そ
の
他
の
関
係
機
関
と
の
連
携
及
び
協
力
が
適
切
に
図
ら
れ
る
こ
と
。
 
 

二
 
へ
き
地
に
お
け
る
救
急
医
療
の
確
保
に
寄
与
す
る
こ
と
。
 
 

三
 
都
道
府
県
の
区
域
を
超
え
た
連
携
及
び
協
力
の
体
制
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
。
 
 

救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
用
い
た
救
急
医
療
の
確
保
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
十
九
年
法
律
第
百
三
号
）
 
 



（
医
療
計
画
に
定
め
る
事
項
）
 
 

第
五
条
都
道
府
県
は
、
医
療
法
第
三
十
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
基
杢
力
針
に
即
し
て
、
か
つ
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、
同
項
に
規
定
す
る
医
療
計
画
を
定
め
、
 
 

又
は
同
法
第
三
十
条
の
六
の
規
定
に
基
づ
き
こ
れ
を
変
更
す
る
嬰
口
に
お
い
て
、
当
該
医
療
計
画
に
救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
用
い
た
救
急
医
療
の
確
保
に
つ
い
て
定
め
 
 
 

る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。
 
 

一
都
道
府
県
に
お
い
て
達
成
す
べ
き
救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
用
い
た
救
急
医
療
の
確
保
に
係
る
目
標
に
関
す
る
事
項
 
 
 

二
 
救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
用
い
た
救
急
医
療
を
提
供
す
る
病
院
（
以
下
単
に
「
病
匪
と
い
う
。
）
に
関
す
る
事
項
 
 
 

三
 
次
条
に
規
定
す
る
関
係
者
の
連
携
に
関
す
る
事
項
 
 

2
都
道
府
県
は
、
前
項
の
嬰
口
に
お
い
て
、
救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
用
い
た
救
急
医
療
が
、
隣
接
し
又
は
近
接
す
る
都
道
府
県
に
ま
た
が
っ
て
確
保
さ
れ
る
必
要
が
あ
 
 
 

る
と
認
め
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
都
道
府
県
と
連
絡
調
整
を
行
う
も
の
と
す
る
。
 
 
 

（
関
係
者
の
連
携
に
関
す
る
措
置
）
 
 

第
六
条
都
道
府
県
は
、
救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
用
い
た
救
急
医
療
の
提
供
が
行
わ
れ
る
地
壌
」
と
に
、
病
院
の
医
師
、
消
防
機
関
、
都
道
府
県
及
び
市
町
村
の
職
員
 
 

診
療
に
関
す
る
学
識
経
験
者
そ
の
他
の
関
係
者
に
よ
る
次
に
掲
げ
る
基
準
の
作
成
等
の
た
め
の
協
議
の
場
を
設
け
る
等
、
関
係
者
の
連
携
に
関
し
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
 
 
 

と
す
る
。
 
 

一
当
該
救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
出
動
の
た
め
の
病
院
に
対
す
る
傷
病
者
の
状
能
等
の
連
絡
に
関
す
る
基
準
 
 
 

二
 
当
該
救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
出
動
に
係
る
消
防
機
関
等
と
病
院
と
の
連
絡
体
制
に
関
す
る
基
準
 
 
 

（
救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
着
陸
の
場
所
の
確
保
）
 
 

第
七
条
国
、
都
道
府
県
、
市
町
村
、
道
路
管
理
者
（
道
路
管
理
者
に
代
わ
っ
て
そ
の
権
限
を
行
う
者
を
含
む
。
）
そ
の
他
の
者
は
、
救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
着
陸
の
場
 
 
 

所
の
確
保
に
関
し
必
要
な
協
力
を
求
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
こ
れ
に
応
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。
 
 

（
補
助
）
 
 

第
八
条
都
道
府
県
は
、
病
院
の
開
訊
薯
に
対
し
、
救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
用
い
た
救
急
医
療
の
提
供
に
要
す
る
費
用
の
議
を
補
助
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 

2
 
国
は
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
都
道
府
県
に
対
し
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
都
道
府
県
が
前
項
の
規
定
に
よ
り
補
助
す
る
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
こ
と
が
 
 
 

で
き
る
。
 
 
 

（
助
成
金
交
付
事
業
を
行
う
法
人
の
登
録
）
 
 

第
九
条
病
院
の
開
訊
薯
に
対
し
救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
用
い
た
救
急
医
療
の
提
供
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
た
め
の
助
成
金
を
交
付
す
る
事
業
で
あ
っ
て
厚
生
労
働
省
 
 

2   



令
で
定
め
る
も
の
（
以
下
「
助
成
金
交
付
事
芦
と
い
ナ
ス
）
を
行
う
営
利
を
目
的
と
し
な
い
法
人
は
、
厚
生
労
働
大
臣
の
登
録
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 

2
 
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
法
人
は
、
前
項
の
登
録
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
 
 

一
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
取
り
消
さ
れ
、
そ
の
取
消
し
の
日
か
ら
二
年
を
経
過
し
な
い
法
人
 
 
 

二
 
第
＋
二
条
の
規
定
に
よ
る
登
録
の
取
消
し
の
且
削
三
十
日
以
内
に
そ
の
取
消
し
に
係
る
法
人
の
業
務
を
行
う
昏
貝
で
あ
っ
た
者
で
そ
の
取
消
し
の
日
か
ら
二
年
を
経
過
し
 
 
 

な
い
も
の
が
そ
の
業
務
を
行
う
役
員
と
な
っ
て
い
る
法
人
 
 

3
 
厚
生
労
働
大
臣
は
、
第
表
の
登
録
の
申
請
を
し
た
法
人
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
埋
□
し
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
登
録
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 

一
助
成
金
交
付
事
業
に
関
す
る
基
金
で
あ
っ
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
を
設
け
、
助
成
金
交
付
事
業
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
こ
と
を
条
件
と
し
 
 
 

て
政
府
及
び
都
道
府
県
以
外
の
者
か
ら
出
え
ん
さ
れ
た
金
額
の
合
計
額
を
も
っ
て
こ
れ
に
充
て
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
 
 
 

二
 
助
成
金
交
付
事
業
を
全
国
的
に
適
正
か
つ
確
実
に
行
う
に
足
り
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
奨
口
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
 
 
 

（
報
告
又
は
督
科
の
提
出
）
 
 

第
十
条
厚
生
労
働
大
臣
は
、
助
成
金
交
付
事
業
の
適
正
な
実
施
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
＼
前
条
第
一
項
の
登
録
を
受
け
た
法
人
に
対
し
、
そ
の
業
務
又
は
 
 
 

経
理
の
状
況
に
関
し
報
告
又
は
資
料
の
提
出
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 
 

（
指
導
及
び
助
言
）
 
 

第
十
一
条
厚
生
労
働
大
臣
は
、
第
九
条
第
逼
の
登
録
を
受
け
た
法
人
に
対
し
、
助
成
金
交
付
事
業
が
円
滑
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
必
要
な
指
導
及
び
助
言
を
行
う
よ
う
努
め
 
 
 

る
も
の
と
す
る
。
 
 
 

（
登
録
の
取
消
し
）
 
 

什
芋
二
条
厚
生
労
働
大
臣
は
、
第
九
条
第
一
項
の
登
録
を
受
け
た
法
人
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
登
録
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。
 
 

一
不
正
の
手
段
に
よ
り
第
九
条
第
一
項
の
登
録
を
受
け
た
と
き
。
 
 
 

二
 
第
九
条
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
要
件
に
適
合
し
な
く
な
っ
た
と
き
。
 
 
 

三
 
第
十
条
の
規
定
に
よ
る
報
告
若
し
く
は
資
料
の
提
出
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
報
告
若
し
く
は
資
料
の
提
出
を
し
た
と
き
。
 
 
 

四
 
こ
の
法
律
又
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
。
 
 
 

（
公
示
）
 
 

第
十
三
条
厚
生
労
働
大
臣
は
＼
第
九
条
第
表
の
登
録
を
し
た
と
き
及
び
前
条
の
規
定
に
よ
り
同
項
の
登
録
を
取
り
消
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
官
報
に
公
示
し
な
け
れ
ば
な
 
 
 

ら
な
い
。
 
 

3   



（
厚
生
労
働
省
苓
∴
の
委
任
）
 
 

第
十
四
条
第
九
条
か
ら
前
条
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
第
九
条
第
一
項
の
登
録
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
厚
生
労
働
省
令
七
定
め
る
。
 
 

附
 
則
 
 
 

（
施
行
期
日
）
 
 

l
 
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
九
条
か
ら
第
十
四
条
ま
で
の
規
定
は
、
公
布
の
目
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
 
 
 

め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。
 
 
 

（
健
康
保
険
等
の
適
用
に
係
る
検
討
）
 
 

2
政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
三
年
を
目
途
と
し
て
、
救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
用
い
た
救
急
医
療
の
提
供
の
効
果
、
救
急
医
療
の
提
供
に
要
す
る
費
用
の
負
担
の
在
 
 

り
方
等
を
勘
案
し
、
救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
用
い
た
救
急
医
療
の
提
供
に
要
す
る
費
用
の
ー
ろ
診
療
に
要
す
る
も
の
に
つ
い
て
、
健
康
保
険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
 
 

七
十
号
）
、
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
号
）
そ
の
他
の
医
療
に
関
す
る
給
付
に
つ
い
て
定
め
る
法
令
の
規
定
に
基
づ
く
支
払
に
つ
い
て
検
討
を
 
 
 

行
い
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。
 
 

4
 
 
 



内
閣
は
、
救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
用
い
た
救
急
医
療
の
確
保
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
十
九
年
法
律
第
百
三
号
）
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
 
 

を
制
定
す
る
。
 
 

救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
用
い
た
救
急
医
療
の
確
保
に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
国
の
都
道
府
県
に
対
す
る
補
助
金
の
額
は
、
各
年
度
に
お
い
 
 

て
都
道
府
県
が
同
条
第
表
の
規
定
に
よ
り
補
助
す
る
額
（
救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
運
航
に
関
す
る
費
用
等
を
勘
案
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
 
 

し
た
額
を
限
度
と
す
る
。
）
 
に
二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。
 
 

附
 
則
 
 

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
目
か
ら
施
行
す
る
。
 
 

救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
用
い
た
救
急
医
療
の
確
保
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
令
（
平
成
十
九
年
政
令
第
百
九
十
二
号
）
 
 

5
 
 
 



「救急医療用ヘリコプターを用いた救急医療の確保に関する特別措   

置法」の成立経緯（法案提出から公布まで）  

平成18年7月～11月  

与党ドクターヘリワーキングチーム（全10回開催）  

において、法案の内容を検討  

平成19年  

4月26日 参議院厚生労働委員会において、法案を同委員会より  

提出する旨決定  

4月27日 参議院本会議において、 法案採決  

6月15日 衆議院厚生労働委員会において、法案採決  

6月19日 衆議院本会議において、法案採決  

6月27日 法律公布（一部を除き、同日、施行）  

－6－   



第
五
章
 
医
療
提
供
体
制
の
確
保
 
 

第
〓
即
 
基
本
方
針
 
 

第
三
十
条
の
三
厚
生
労
働
大
臣
は
、
良
質
か
つ
適
切
な
医
療
を
効
率
的
に
提
供
す
る
体
制
の
確
保
（
以
下
「
医
療
提
供
体
制
の
確
保
」
と
い
ゝ
笑
）
を
図
る
た
め
の
基
本
的
な
 
 
 

方
針
（
以
下
「
基
太
方
針
」
と
い
ナ
笑
）
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。
 
 

2
 
基
本
方
針
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。
 
 

一
医
療
提
供
体
制
の
確
保
の
た
め
講
じ
ょ
う
と
す
る
施
策
の
基
本
と
な
る
べ
き
事
項
 
 
 

二
 
医
療
提
供
体
制
の
確
保
に
関
す
る
調
査
及
び
研
究
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
 
 
 

三
 
医
療
提
供
体
制
の
確
保
に
係
る
目
標
に
関
す
る
事
項
 
 

四
医
療
提
供
施
設
相
互
間
の
機
能
の
分
担
及
び
業
務
の
連
携
並
び
に
医
療
を
受
け
る
者
に
対
す
る
医
療
機
能
に
関
す
る
情
報
の
提
供
の
推
進
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
 
 
 

五
 
医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
、
看
護
師
そ
の
他
の
医
療
従
事
者
の
確
保
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
 
 
 

六
 
次
条
第
遠
ハ
に
規
定
す
る
医
療
計
画
の
作
成
及
び
医
療
計
画
に
基
づ
く
事
業
の
実
施
状
況
の
評
価
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
 
 
 

七
 
そ
の
他
医
療
提
供
体
制
の
確
保
に
関
す
る
重
要
事
項
 
 

3
 
厚
生
労
働
大
臣
は
、
基
本
方
針
を
定
め
、
又
は
こ
れ
を
変
更
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
こ
れ
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。
 
 

第
二
節
医
療
計
画
 
 

第
三
十
条
の
四
整
府
県
は
、
基
套
針
に
即
し
て
＼
か
つ
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、
当
該
整
府
県
に
お
け
る
医
療
提
供
体
制
の
確
保
を
図
る
た
め
の
計
画
（
以
下
「
医
 
 
 

療
計
画
」
と
い
う
。
）
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。
 
 

2
 
医
療
計
画
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。
 
 

一
都
道
府
県
に
お
い
て
達
成
す
べ
き
第
四
号
及
び
第
五
号
の
事
業
の
目
標
に
関
す
る
事
項
 
 
 

二
第
四
号
及
び
第
五
号
の
事
業
に
係
る
医
療
連
携
体
制
（
医
療
提
供
施
設
相
互
間
の
機
能
の
分
担
及
び
業
務
の
連
携
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
 
 

関
す
る
事
項
 
 
 

三
 
医
療
連
携
体
制
に
お
け
る
医
療
機
能
に
関
す
る
情
報
の
提
供
の
推
進
に
関
す
る
事
項
 
 

四
生
活
習
慣
病
そ
の
他
の
国
民
の
健
康
の
保
持
を
図
る
た
め
に
特
に
広
範
か
つ
継
続
的
な
医
療
の
提
供
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
疾
病
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
 
 

の
治
療
又
は
予
防
に
係
る
事
業
に
関
す
る
事
項
 
 

医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）
 
（
抄
）
 
 

了   



五
 
次
に
掲
げ
る
医
療
の
確
保
に
必
要
な
事
業
（
以
下
「
救
急
医
療
等
確
保
事
芦
と
い
一
笑
）
に
関
す
る
事
項
（
ハ
に
掲
げ
る
医
療
に
つ
い
て
は
、
そ
の
確
保
が
必
要
な
場
 
 
 

暮 
合
に
限
る
。
）
 
 
 

イ
 
救
急
医
療
 
 

口
 
災
害
時
に
お
け
る
医
療
 
 

ハ
 
へ
き
地
の
医
療
 
 

二
 
周
産
期
医
療
 
 
 

ホ
 
小
児
医
療
（
小
児
救
急
医
療
を
含
む
。
）
 
 
 

ヘ
 
イ
か
ら
ホ
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
都
道
府
県
知
事
が
当
該
都
道
府
県
に
お
け
る
疾
病
の
発
生
の
状
況
等
に
照
ら
し
て
特
に
必
要
と
認
め
る
医
療
 
 
 

六
 
居
宅
等
に
お
け
る
医
療
の
確
保
に
関
す
る
事
項
 
 
 

七
 
医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
、
看
護
師
そ
の
他
の
医
療
従
事
者
の
確
保
に
関
す
る
事
項
 
 
 

八
 
医
療
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
事
項
 
 
 

九
 
地
域
医
療
支
援
病
院
の
整
備
の
目
標
そ
の
他
医
療
機
能
を
考
慮
し
た
医
療
提
供
施
設
の
整
備
の
目
標
に
関
す
る
事
項
 
 
 

十
主
と
し
て
病
院
の
病
床
（
次
号
に
規
定
す
る
病
床
並
び
に
精
神
病
院
、
感
染
症
病
床
及
び
結
核
病
床
を
除
く
。
）
及
び
診
療
所
の
病
床
の
整
備
を
図
る
べ
き
地
域
的
単
位
 
 
 

と
し
て
区
分
す
る
区
域
の
設
定
に
関
す
る
事
項
 
 
 

±
 
二
以
上
の
前
号
に
規
定
す
る
区
域
を
併
せ
た
区
域
で
あ
つ
て
、
主
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
特
殊
な
医
療
を
提
供
す
る
病
院
の
療
養
病
床
又
は
一
般
病
床
で
あ
 
 
 

っ
て
当
該
医
療
に
係
る
も
の
の
整
備
を
図
る
べ
き
地
域
的
単
位
と
し
て
の
区
域
の
設
定
に
関
す
る
事
項
 
 
 

十
二
 
療
養
病
床
及
び
一
般
病
床
に
係
る
基
準
病
床
数
、
精
神
病
床
に
係
る
基
準
病
床
数
、
感
染
症
病
床
に
係
る
基
準
病
床
数
並
び
に
結
核
病
床
に
係
る
基
準
病
床
数
に
関
す
 
 

る
事
項
 
 
 

十
三
 
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
医
療
提
供
体
制
の
確
保
に
関
し
必
要
な
事
項
 
 

3
～
1
2
 
〔
略
〕
 
 

第
三
十
条
の
六
 
都
道
府
県
は
、
少
な
く
と
も
五
年
ご
と
に
第
三
十
条
の
四
第
二
項
第
言
す
及
び
第
九
号
に
定
め
る
目
標
の
達
成
状
況
並
び
に
同
項
各
号
（
第
言
号
及
び
第
九
号
 
 
 

を
除
く
。
）
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
調
査
、
分
析
及
び
評
価
を
行
い
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
▼
当
該
都
道
府
県
の
医
療
計
画
を
変
更
す
る
も
の
と
す
る
。
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再
望
 
貢
訴
ご
㌍
平
山
彗
警
‖
≡
一
芸
諒
恕
完
吉
良
↓
誓
岩
垂
 
 
 

妄
∽
 
 
 

せ
亘
宣
一
h
ニ
聖
コ
u
票
丁
℃
コ
忘
［
一
括
 
 
 

常
吉
滝
 
コ
彗
コ
缶
椙
〓
逼
U
≡
］
拝
 
 
 

せ
奈
古
 
上
古
ぶ
卜
l
こ
T
ト
』
．
1
山
口
杵
 
 
 

骨
屋
石
 
上
芸
、
誓
小
幕
一
連
の
Ⅱ
片
 
 
 

瀬
重
石
 
彗
宗
∞
苔
】
N
適
‥
二
］
止
川
 
 

要
ゴ
 
「
≡
謹
芸
≡
‥
言
．
芋
蔓
－
u
記
事
吉
 
 
 

宗
京
試
 
売
華
石
山
稲
ト
〓
‖
一
3
Ⅱ
梓
 
 

r
塑
ゴ
 
芳
知
貨
車
諸
国
重
義
－
↓
［
こ
u
串
〓
・
即
 
 
 

ペ
ニ
サ
メ
・
や
」
T
u
・
べ
メ
や
 
こ
望
≡
忘
ぢ
完
二
長
 
 
 

竿
 
 

苧
・
ヨ
 
芳
昇
崇
胃
⊆
戟
瞬
十
空
理
∽
↓
l
此
0
0
預
－
コ
亮
 
 
 

迩
芸
山
・
、
コ
慧
コ
ミ
欄
〓
迦
望
E
芯
町
 
 

・
帝
王
 
亨
忘
竺
≡
平
川
芸
当
藁
竺
」
ヨ
1
痘
－
t
J
］
の
事
岩
舟
 
 
 

革
帯
≠
一
事
芋
－
U
苛
Ⅵ
迩
N
↑
□
辞
 
 

r
廿
芸
 
］
＝
溝
穎
弐
J
孟
ユ
昔
時
莞
N
↓
コ
一
芸
ニ
ー
M
O
∽
加
 
 
 

筆
呵
械
 
【
璽
喜
雪
雲
冨
岩
芸
道
 
 

コ
｛
望
 
渚
封
彗
印
対
向
詰
責
∽
」
．
m
－
u
事
－
亜
 
 
 

仲
茹
諸
 
表
苦
N
N
音
U
コ
N
竺
川
一
借
 
 
 

料
焉
浬
 
コ
彗
［
一
N
N
苛
付
近
N
コ
［
こ
［
 
 
 

抄
竺
∵
⊥
 
「
串
言
㌘
逼
∴
〓
だ
一
口
拝
 
 
 

幹
雄
早
一
義
書
誌
昔
ユ
ニ
】
（
山
［
道
川
 
 

・
河
芸
 
詰
選
汚
片
首
謀
一
女
草
月
U
↓
一
…
t
；
票
∵
渾
 
 
 

±
／
菜
＝
「
ニ
望
コ
u
N
半
ニ
ー
コ
N
∽
［
三
川
 
 

「
甘
言
 
監
演
舞
舗
尊
貴
J
雲
琳
N
↓
m
こ
事
の
加
 

モ
≡
這
ぃ
 
コ
誓
言
諾
否
こ
山
∽
ロ
昔
 
 

才
芸
 
於
≠
二
判
ヨ
水
雷
一
回
封
召
コ
ヨ
恒
事
旨
じ
 
 
 

紗
宗
揖
 
責
苦
主
音
】
N
コ
N
ロ
ロ
梓
 
 

・
1
＝
笥
苛
＝
甲
京
院
主
芸
票
だ
牢
菩
8
論
㍍
二
．
四
N
N
O
口
車
E
 
 
 

姫
隷
蓋
 
二
彗
≡
∽
罰
」
」
山
∽
□
拝
 
 

辞
望
 
椅
彗
麺
浩
富
貴
ホ
雪
一
三
↓
片
完
岩
尊
」
牢
岩
 
 
 

華
軍
票
 
「
空
三
悪
〓
こ
〓
言
責
 
 

・
苧
．
言
 
梅
吉
廼
障
∃
壬
÷
－
聖
一
］
．
A
↓
［
一
こ
童
主
こ
 
 
 

草
城
恵
‥
三
景
≡
皇
サ
〓
山
0
0
ロ
拝
 
 
 

敢
革
宗
 
二
彗
コ
h
こ
』
ご
巴
］
仁
［
一
浩
 
 
 

幸
混
こ
／
 
山
下
宗
N
点
⊥
ご
山
n
Ⅱ
中
 
 
 

寺
恕
、
岩
 
美
無
限
葦
岩
ユ
N
O
□
昔
 
 
 

芋
茹
‥
、
m
 
個
詫
∞
音
（
こ
山
N
ご
］
拝
 
 

再
三
漉
ご
望
辞
表
三
雲
票
号
茸
二
↓
朝
出
彗
一
出
¢
事
旨
這
 
 
 

読
茫
、
宗
 
コ
彗
「
一
芸
苛
岩
コ
い
っ
ロ
拝
 
 

宇
土
†
．
抽
空
海
宰
三
甲
苛
二
世
室
季
刊
∽
．
コ
址
∽
譲
吉
 
 
 

素
麺
．
宗
 
二
等
言
∽
N
苛
の
コ
ト
ト
［
一
括
 
 

再
議
 
求
正
宗
困
吉
宗
蒔
同
さ
芳
≡
］
．
N
謝
－
？
朗
▲
 
 
 

柵
罰
二
］
皿
 
三
宝
コ
畠
ザ
∞
逼
↑
べ
ロ
帰
 
 

浄
 

需
呈
＝
止
聖
き
遊
恕
［
こ
三
言
丁
誉
≡
］
．
N
↓
昭
一
↓
預
這
い
∽
 
 
 

紗
労
－
 
コ
慧
u
N
U
苛
∞
」
山
－
竺
山
枯
 
 
 

骨
前
項
 
冠
雪
N
∽
苛
‥
〓
］
昌
一
山
梓
 
 
 

罪
菩
宗
 
壷
言
竺
音
】
エ
リ
〓
］
踪
 
 
 

紗
増
懲
 
コ
冠
雪
∽
N
音
上
道
↑
N
E
≡
川
 
 
 

誓
望
た
 
こ
空
言
空
で
こ
二
ニ
ー
匿
 
 

「
出
認
 
抽
旨
海
瀬
遠
雷
琴
丘
↓
↑
」
．
甲
芸
轟
露
 
 
 

嬰
苧
－
 
烹
買
喜
音
声
票
ヨ
芯
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医療計画作成指針  

救急医療の体制構築に係る指針（抄）  

第1 救急医療の現状  

2 救急医療の提供体制  

救急医療の提供体制は、およそ以下のとおりになっている。  

（1）病院前救護活動  

③ 搬送手段の多様化とその選択  

従来の救急車に加えドクターカー、救急医療用ヘリコプター（ドクターヘリ）※、  

消防防災ヘリコプター等の活用が広まりつつある。   

ヘリコプターによる救急搬送については、ドクターヘリが10県で運用され年  

間4千件余りの出動件数を数え、消防防災ヘリコプターについても全国で70機  

が運用され、救急搬送のために年間2千5百件近く出動している。   

現状では、救急搬送全体に占める航空機の利用はわずかであるが、今後は、緊  

急度が高くかつ適切な医療機関への搬送が長距離に及ぶ患者に対しては、ヘリコ  

プター等の利用が期待される。   

また、消防機関の救急救命士等が、メディカルコントロール体制のもとに適切  

な観察と判断等を行い、地域の特性と患者の重症度・緊急度に応じて搬送手段を  

選択し、適切な医療機関に直接搬送できる体制の整備が重要である。   

※ 救急医療用ヘリコプター（ドクターヘリ）について  

救急医療用ヘリコプター（ドクターヘリ）を用いた救急医療が傷病者の救命、後遺症の軽減   

等に果たす役割の重要性をかんがみ、救急医療用ヘリコプターを用いた救急医療の全国的な確   

保を図ることを目的に、「救急医療用ヘリコプターを用いた救急医療の確保に関する特別措置   

法」が、平成19年6月27日に施行された′〕  

都道府県が医療計画を策定するに当たって、救急医療用ヘリコプターを用いた救急医療の確   

保について定めるとき又は変更するときには、下記事項について記載することが求められる。  

・都道府県において達成すべき救急医療用ヘリコプターを用いた救急医療の確保に係る目  

標に関する事項  

・ 救急医療用ヘリコプターを用いた救急医療を提供する病院に関する事項  

関係者の連携に関する事項  
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（2）救命救急医療機関（第三次救急医療機関）  

③ アクセス時間を考慮した体制の整備  

救急医療（特に、脳卒中、急性心筋梗塞、重症外傷等の救命救急医療）におい   

ては、アクセス時間（発症から医療機関で診療を受けるまでの時間）の長短が、   

患者の予後を左右する重要な因子の一つである。   

従って、特に救命救急医療の整備に当たっては、どこで患者が発生したとして  

も一定のアクセス時間内に、適切な医療機関に到着できる体制を整備する必要が  

ある。   

なお、アクセス時間は、単に医療機関までの搬送時間ではなく、発症から適切  

な医療機関で適切な治療が開始されるまでの時間として捉えるべきである。   

そのためには、一定の人口規模を目安にしつつも、地理的な配置を考慮して、  

地理情報システム（GIS※）等の結果を参考に、地理的空白地帯を埋める形で、  

適切な治療が可能な救命救急医療機関の整備を進める必要がある。   

※ GIS（GeographiclnfbrmationSystem）  

地図に相当する地理情報のデータベースと、表示、案内、検索等の機能を一体とするコンピ   

ュータシステムのこと。当該システムの活用により、救急医療機関までのアクセス時間等を計   

算することが可能となる。  

なお、救命救急医療を必要とする患者の発生がそれほど見込めない場合や、十  

分な診療体制を維持できない場合は、例えば、ヘリコプターで患者搬送を行うと  

いった搬送手段の工夫によりアクセス時間を短縮する等して、どの地域で発生し  

た患者についても、一定のアクセス時間内に、必要な救命救急医療を受けられる  

体制を構築する必要がある。   

今後新たに救命救急医療施設等の整備を進める際には、前記視点に加え、一施  

設当たりの患者数を一定以上に維持する等して質の高い救急医療を提供すること  

が重要である。  

第2 医療機関とその連携  

1 目指すべき方向  

（1）適切な病院前救護活動が可能な体制   

③ メディカルコントロールによる搬送手段の選択及び適切な医療機関へ直接搬送  

する体制の実施  
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（2）甜緊急度に応じた医療が提供可能な体制   

② 救急医療に係る資源の効率的な配置とアクセス時間を考慮した整備  

2 各医療機能と連携  

（1）病院前救護活動の機能【救護】   

① 目標  

メディカルコントロールにより、搬送手段を選択し適切な救急医療機関へ直  

接搬送すること  

② 関係者に求められる事項   

ア 住民等  

イ 消防機関の救急救命士等  

搬送手段を選定し、適切な急性期医療を担う医療機関を選定し、傷病者を  

速やかに搬送すること  

ウ メディカルコントロール協議会等  

・搬送手段を選定し、適切な医療機関に搬送するためのプロトコールを策定  

し、事後検証等によって随時改訂すること  

ドクターカーやドクターヘリ等の搬送手段の活用の適否について、地域に  

おいて定期的に検討する三上   

ドクターヘリや消防防災ヘリコプター等の活用に際しては、関係者の連携  

について協議する場を設け、効率的な運用を図ること  

（2－1）救命救急医療機関（第三次救急医療）の機■能【救命医療】  

② 医療機関に求められる事項  

・必要に応じ、ドクターヘリ、ドクターカーを用いた救命救急医療を提供する  
ナ レ  
」  （＿＿  
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